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皆野町学校給食センター

あけましておめでとうございます。冬休み中は、日本の伝統文化に触れる機会も多かったのではないでしょ

うか。正月料理には、豊作や無病息災などの願いが込められていますが、昔も今も、その願いは変わらないこ

とを実感します。

さて、今の学年やクラスで給食を食べるのもあとわずかです。給食時間を気持ちよく過ごせるように、今年

の干支である「たつ（辰）」にちなみ、一人一人が給食の「たつ（達）」人を目指してみませんか？

★子どもたちを取り巻く食環境が変化する中で、平成17（2005）年に「食育基本法」

が成立。平成20（2008）年には、学校における食育の推進を図る観点から「学校給食

法」が大幅に改正されました（2009年４月１日施行）。

時代の流れと共に変化を続ける「学校給食」ですが、いつの時代も、子どもたちを

大切に思う気持ちが沢山詰まっています。皆野町学校給食センターでは、安全・

安心な、おいしい給食が提供できるようにつとめています。

脱脂粉乳や缶詰など

の物資を使って給食

が作られま

した。

アメリカから寄贈さ

れた小麦粉を使って、

パン・ミルク・おか

ずの完全給食が始ま

りました。

パンの種類が増え、

めん類も提供される

ようになりました。

脱脂粉乳のミルクは

牛乳へと切り替わり

ました。

給食の主食はパンが

中心でしたが、昭和

51年に米飯が正式に

導入され、献立の内

容も豊かになってい

きました。


